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1.文 型 の 目的
スペ イン語の初等文法の中心は,何 と言っても語形変化(伝 統的な意味での
MO㎡ologia)であるが,そ れを一通 りマスターした学習者が頭を悩ますのは,
統語的な問題である。
その一つは,英 語 ・フラソス語のように語順が非常に個 定化 している言語に
比べ,ス ペイン語は,そ れがはるかに 自由なため,と まどうことになる語順の
問題であ る。 もう一つは,文 の中核をなす動詞の統語的特徴に十分通 じていな
いため,文 の各要素間の統語関係がつかめない とい う問題である。
このような問題は,文 法書も辞書 も十分に答えてくれないのが普通なので,
学習者は,ス ペイソ語の個 々の文について経験的に学んで行 く外はない。 しか
し,語順の問題は措 くとして,第2の 問題について言えぽ,さ まざまの文が ど
のような統語成分に よって構成されているか,そ の全体系の骨格を簡潔に定式
化 して提示するな らば,教 育上効率的であろ うと考えられる。 このような見地
か ら,文型 とい う問題が浮かび上って来る。文型 とは,機 能上の特徴か ら設定
された文の成分の種類 と配列に基づき,文 を分類 し,図式化 した ものである。
2.従 来 の文型案 と問題 点
スペ イソ語圏の文献で,今 問題 に してい る種 類の文型を取 扱 った ものは,余
りない ようであ る。 この種 の問題 は,主 に外国語教育 の場 で生れて来 るこ とが
*本稿は∫昭和53年2月25日,東京スペイン語学研究会で発表した草稿に大幅な修正
・加筆を行ったものであるσ発表に際 し,貴重な批判と示唆を下さった原誠先生ほか
出席者の方々ならびに草稿をまとめる過程で有益な助言と便宜を与えて下さった宮城
昇先生に心か ら感謝の意を表 したい。
[112]
スペ イ ン語 の基本文 型(寺 崎)113
多 い か らで あ ろ う。 そ の代 表 的 な もの と し て は,高 橋(1961;1967),Stock・
wel1,BowenyMartin(1965),Dalbor(1972aプ1972b)など が あ る。
高 橋(1961,PP.487-491;1967)のうち,よ り詳 細 な 広 文 典(1967,PP.381-
392)につ い て 見 る と,文 の 種 類 を 説 明 す る章 で,説 明 の 便 宜 の た め に18の文
型 が 示 され て い る。 文 型 の 提 示 自体 が 目 的 で は な い の で,記 述 に 不 整 合 な 点 も
見 られ るが,詳 細 で あ る。 注 目 され る の は,文 の要 素 と して 材 料 補 語(com・
plementomateria1)とい う類 を 特 に 立 て,普 通,状 況 補 語 と さ れ る要 素 の う
　
ち,前 置詞de,conを とるもの(の 一部)を 重要視 してい るこ とであ る。
Stockwell,BowenyMartin(1965)は,教育上 の見地 か ら,英 語 とスペ イ
ソ語を対照 した研究であ り,basicsentencepattemとして英 語 。スペ イン語
とも6文 型が立て られ てい る。 この中の5文 型は,結 局,英 文法でおな じみの
Onionsから由来す る5文 型(SV,SVC,SVO,SVOO,SVOC)と同 じであ り,
残 る一つは,英 語ではthere,スペ イソ語ではhayの構文であ る。基 本文型か
らは,変 形に よって派生 的な文が さ らに導 き出 され る。 この6文 型は,英 語 と
の対比を 目的 として設定 された ものであ る上に,簡 単す ぎるので,ス ペ イソ語
の文の全構造 を とらえ るのに十分 とは言えない。 ・
Dalbqr(1972a)では,clausepatternの名の下に,文 を まず3種 類に分け,
これを合計9の 文型 に分類す る。 これに変形が加わ って,さ らに派 生文型が導
き出 され る。Stockwelletal.(1965)と比較す ると,文 型 の数が増 えた反面,
ご　り
hay構文は基本文型か ら除かれている。
以上の文型案には,種 々の検討すべき問題点があると考え られる。まず第1
に,文 型の種類は,ス ペ イソ語の文を網羅的に とらえるのに十分であ り,かつ
最適な単純化を反映 していると言えるか,第2に,高 橋(1961;1967)が材料
補語の名を与えた ような統語的に重要な機能類が文型か ら漏れていないか,第
3に,ほ とんどの場合,主 語のある構文のみが当然のように基本文型に採 られ
(1)材料 補 語 とは,Lapolicialimpi6degentelacalle./Jos6meobsequi6con
eltibro.のイ タ リ ック部 分 を 指 す。 文 例 の中 に は,en,porをと る も の も含 まれ て
い る。
(2)Dalbor(1972b)は,文型 を 応 用 した 教科 書 で あ る。
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てい るが,hay構文の ような無主語文あ るいは非人称文は どう扱 うべきか,等
であ る。 以下では,こ れ らの点に答 える意図を もって,新 たな試 案を示 したい。
3.文 型 の設 定 方 針
文型を設定する上で重要な問題は,ど のような方法で設定を行 うか とい うこ
とである。これには多 くの議論があろうが,先 験的に仮定された一般的な文の
論理的構造 や意味的構造か ら文型を導き出すのではな く,様 々の文に共通の統
語的特徴に着 目して,帰 納的に文型を導き出すのが良い と考える。
もう一つの重要な問題は,ど の程度までパタγの単純化をおし進めるか とい
うことである。文の成分の形態的相違を重視すれば,文 型の種類は増え,機 能
を規準に考えれば,逆 に縮少が可能 となる。 ここで,文 型設定の目的を顧みる
な ら,文型が複雑す ぎるのは不便である一方,過 度に抽象化 されたパタンを作
成す るのは余 り意味がないと言える。 このような観点か らすると,文型を設定
す るには,文 の成分の機能に規準を置 き,理論的に可能なパタソの単純化 より
こ　
も実用的に最適 な単純 化を図 るのが妥 当であろ う。
文 は,名 詞一 つで も構成 され得 る。 しか し,今,動 詞を含む統合をす べて
proP(msici6n(clause)と呼ぶな ら,基 本文型が対象 とす る典 型的な文は,定 形
(また は人称形)の 動詞 を中核 とす るproposici6nである。 したが って,文 型
は また動詞型であ る と言 って よい。(以 下では,不 定形(非 人称形)の 動詞か
らな るproposici6nは,Jespersenの用 語を限定的に借用 して,nexusと呼ぶ
ことにす る。)これ と同時に,平 叙文以外 の疑問文,受 動文な ど広い意味 での
変形 あるいは変容(modificaci6n)が加わ った派生的な文型 も,第1次 的な考
察の対象か らは除かれ る。 また,再 帰文 も当面 の考察か ら除外す る。
文 の成分には,そ れが欠け る と文が成 り立た ない よ うな義務的成分 とそ うで
は ない選択的成分 がある。一般 に文型 の考察対象 とな るのは,義 務的成分 のみ
(3)松田(1977)は,変形文法の立場か ら,「実践的に最も有効な文型は表層構造と
深層構造 の間にあるのではないか」 と述べ,「 ここで求められるのはmaximum
depthではな くoptimumdepth」であるとしている。s
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であ るが,実 際の文では,動 詞 の語彙 的意味 と文脈 の問題 がか らむ ので,両 者
の区別 がむずか しい場 合が ある。 ここでは,特 定の文脈にかかわ りな く,文 中
である動詞 が通常 とる統語型を考察の対 象 とし,こ の統語型を完全な ものにす
るのに必要 十分 な成分 を補完 成分(elementocompletivo)と呼ぶ ことにす る。
これ以外の成分は,修 飾成分 と呼 び,考 察の外 にお く。
補完成分 の中で,主 語は動詞 と文法的呼応 関係 を持つ点で形式的に重 要であ
るこ とは言 うまで もない。 しか し,ス ペ イソ語 では,省 略 された場合は別 に し
て,本 来主語 のない文 もめず らしくはない。 この ような無主語文を特殊 な もの
と見 るのは,形 式論理学的な偏見であろ う。 スペ イソ語 の構造に即 して,そ の
統語的特徴 を網羅 的に とらえ よ うとす るな ら,当 然あ らゆ る型の文を文 型に取
り入れ るべきであ る。
ところで,語 順 とい う観点か ら見れば,同 じ文型 と言 っても,英 語 とスペ イ
ソ語 とでは,そ の意味合いが相違す る。 た とえば,JohnatesomeapPles.が
SVOの 文型であ ると言 うとき,こ の文は,S,V,0の3要 素か ら構i成され
ることと同時 に,各 要素が この順 序で配列 され るこ とを も意味す る。 この文 の
語順は,特 別 の変形で も加わ らない限 り,変 更で きない と言 って よい。
しか し,ス ペ イン語 の文Juancomi6unasmanzanas.が同 じSVO型 で
ある と表現 され る として も,そ れは必ず しも3要 素が この順序で配列 され るこ
とを意味 しない。 この文は,場 面(situaci6n)に応 じて,Comi6Juanunasロ
manzanas./Comi6unasmanzanasJuan./Unasmanzanascomi6Juan.
ごるり
の ようにVSO,VOS,OVSな どの語順を とることが可能だか らであ る◎
した がって,ス ペ イソ語の文型が表示 す る事柄 の うち最 も重要 な ものは,そ
の文型 が どの よ うな成 分か ら構成 され るか とい うこ とで あ り,大 抵 の場 合,そ
の配列順は,許 容 され る可能性 の中で最 も常用 され るパ タソを示 すに とどまる。
語 順の問題 は,統 語上重要な問題 であ るが,文 型が考察対象 とす る 「主述 」関
係 とは別 の 「主題 ・説明(tema-tesis)」関係 または 「所与 ・新規(given-new)」
(4)これ以外の配列順も可能であるが,一 般的に許容性は低 くなるであろう。
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関係な どともかかわ りが あ り,別 途検討 を要す るので,今 は これ以 上 触 れ な
いo
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S=Sujeto.
V=Verbo.
P=Predicativo.
Ci=Complementoindirecto.
Cd=Complementodirecto.
Cp=Complementopreposicional.
Cpr=Complementopredicativo.
文 型 は,動 詞 が ど の 要 素 を 共 通 の 補 完 成 分 と し て い る か に よ っ て,先 ず5類
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に分類 した。文型1は,Pを 含む もの,文 型2は,Sの みを とるか,ま たは ど
の補完成分 もと らない もの,文 型3はCiを 必要 とす る もの,文 型4はCpを
とる もの,文 型5はCdを とるものである。各文型類の中では,無 主語文 の型
を末尾に置いた。,
動詞 の種 類か ら見 る と,文 型1は 連結動詞(verbocopulativo)が構成す る
型,文 型2～4は 連結動詞 を除 く自動詞が構成す る型,文 型5は 他動詞 が構成
す る型であ る。
文 の補完成分 の名称は,な るべ く慣用に従 ったが,慣 用 と一致 しない ものが
ある。連結動詞 とともに名詞的述 部(predicadonomina1)を形成す る成分の
名称 には,一 般に,predicadonominal,predicado,atributo,complemento
predicativoなどが あ り,か な り混乱が見 られ るが,本 論 ではpredicativo(叙
述詞,P)と した。 この成分 は,そ れ 自体 では述語をな さないが,名 詞 的述部
の意味 的中心 を構成す る点で,述 語的(predicativo)と呼ぶのにふ さわ しい機
能を持つ こと(中 島,1961,P.132参照),お よび他 の名称 よ りも混 同され る
恐 れがない こ とに基 づ く。
主語(S)お よび直接補語(Cd)は,一 般 の慣用 と同 じ概念を表す。
間接補語(Ci)は,ア カデ ミア(RAE,1959)の概念 よ り狭 く,前 置詞para
を とる要素は除 き,aを とる要素 の うち,代 名詞化す る と性にかかわ りな く,
1e,1esにな るものを指す。語彙的には,有 生物 であ るのが普通であ る。
叙述補語(Cpr)は,動 詞 の補完成分 であ ると同時に,Cdに 対 してはPの
機能を果す成分を指す。
前置詞補語(Cp)は,前 置詞に支配 され,動 詞 の補完成分 とな ってい るも
のの中,上 記のいずれに も該 当 しない成分 を指す◎前置詞 の種類は,こ の補語
を とる動詞に よ り一一・定 してい る。一般に言わ れ る状況補語お よび間接補語 の一
部に相当す る。
以上の補完成分 に該 当 しない動詞 の修飾成分に対 しては,補 語 とい う名称を
避け,副 詞 的修 飾語(modificadoradverbia1)とい う名称を用 い るこ とにす る。
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5.各 文型 につ い て
以 下,各 文 型 に つ い て文 例 を 示 し,簡 単 に 説 明 を 加 え る。 文 例 の 多 くは,'
Moliner(1966),RAE(1959;1973)等か ら自 由 に 引用 した 。 特 にMolinerに
負 う所 が 大 き い。
1a.SVP
Juanespintor.
Elenaestaelegantehoy.
Escomolasedaaltacto.
Lospendientessondeoro.
Lacasaqued6vacfa.
こ の 型 は,連 結 動 詞 と叙 述 詞 か ら構 成 され る名 詞 的 述 部 を 中 核 とす る。 意 味
的 に は,PがSの 同定(identificaci6n)また は 形 容(calificaci6n)を行 う。
こ の 型 を と る動 詞 に は,上 記 の 他,par㏄er,resultar,seguir,continuar,venir,
salirなどが あ る。 所 在 を表 すestar(en)の構 文 は,こ の 型 で は な く,文 型4
aに 属 す る。
serは,Sと して従 属 節 か 不 定 詞 を と る こ とが あ るが,そ の場 合 は,VPS
の語 順 を と る の が 原 則 で あ る。'
●E
snecesarioqueestudiemoselespafiol.
NOleesposibleseguirelviaje.
Seriaigualquelohubiesessabidoantes.
この よ うに,SがVよ りも後 に 置 か れ る の が 正 常 で あ る文 型 を 「倒 置 文 型 」 と
呼 ぶ こ とに した い 。
な お,ア カ デ ミア(RAE,1959)がpredicadodeco血plementoと呼 ん で
い た 要 素 を 含 む 次 の よ うな タ イ プ の文 は,
LosperrosIlegaronsedientos.
い わ ば,Losperrosestabansedientoscuandollegaron・.の よ うに 言 いi換え
.る こ とが で き,11egarが連 結 動 詞 で は な く,ま たsedientosが11egarに必 要
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な 補 完 成 分 で な い こ とは 明 らか な の で,こ の 文 型 に は 当 て は ま らな い 。2a型
の1種 と見 な さ れ る。
1b.VP・
Sonlasdiezdelamafiana.
Eradenoche.・
Estanublado.
連 結 動 詞 は,本 来SとPの2項 を 結 ぶ の が そ の 機 能 で あ るが,自 然 現 象 と時
間 を 表 すser,estarの構 文 は,無 主 語 文 とな る。
以 上 の外,次 の よ うな 構 文 も,こ の 型 に 入 る と考 え られ る。
Esqueyonotengotiempoparaeso.
Meparecequeyanoviene.
両 構 文 と も,qUe以 下 の 従 属 節 をSで あ る と見 な す こ と も不 可 能 で は な い 。 し
か し,最 初 のesque構i文 に つ い て 言 え ば,意 味 的 に 《loqueocurreesque
...》と解 釈 し得 る(Moliner,1966,皿,P.1145参照)も の で あ り,そ の よ うな
根 底 に あ る構 造 か ら無 主 語 文 に 転 化 した と考 え る方 が 合 理 的 で あ ろ う。 な お,
Esdeesperarquetodosesolucionara,
の よ うな 文 で は,deesperarが 形 容 詞 句 とな っ て い て,従 属 節 はSで あ る と
考 え られ るか ら,1a型 の倒 置 文 型(VPS)に 入 れ るの が 妥 当 で あ る。
上 記 の よ うな 構 文 のparecerにつ い て,ア カデ ミア(RAE,1959,§284)は,
convenir,importarとと もに 単 人 称(unipersona1)動詞 に 含 め,主 語 は 従 属 節
で あ る と して い る。 これ に 対 しSeco(1953,P・188)は,3動詞 と も非 人 称 動
詞 で は な い と した 上 で,従 属 節 がSで あ る と主 張 して い る。 確 か に,convenir,
importarにつ い て は,Secoの 主 張 が 正 しい と判 断 され る。Noconvieneque
vengas.とい う構 文 は,Noconvienentusproposiciones.とい う構 文 と主 述
構 造 の 上 で 相 違 が あ る とは 考 え られ な い か らで あ る。
しか し,parecerにつ い て は,ア カ デ ミアやSecoが 言 う よ うに 従 属 節 がS
で あ る とは 考 え 難 い 。convenirと比 較 す る と,parecerはNopareceque
vengas.のよ うに 同 じ型 の構 文 を と る が,*Noparecentusproposiciones.と
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い う文 は 意 味 を な さな い 。 一 方}NoparecenconvenientestusProPPsiciones・
とい う文 は 成 り立 つ 。こ の こ とは,convenirがSのみ を 補 完 成 分 とす る 自動 詞
で あ るの に対 し,parecerは,serと同様Pを 必 要 とす る連 結 動 詞 で あ る こ とを
示 唆 して い る。 そ れ と と もに,Parececomosi_の よ うな構 文 が 存 在 す る こ
とは,従 属 節 がSで は な い こ と を示 す もの で あ る。 こ の よ うな 理 由 で,(me)
pareceque...のタ イ プの 構 文 は,従 属 節 をPと す る無 主 語 文 で あ る と考 え る。
parecerはまた,次 の よ うな
Mepar㏄ebienquetediviertas,peromeparecemalqueno
estudies.
構 文 も形 成 す るが,こ の場 合 は,従 属 節 を 文 法 的 主 語 と考 え て 差 支 え な い で あ
ろ うo
ち な み に,次 の よ うな
Meparecedificilesteproblema.
構 文 は,Esteproblemameparecedificil.のよ うな1a型(SVP)の 文 の
与 格 成 分 が 主 題 化 して,語 順 が倒 置 した もの と考 え られ,1a型 に 属 す る文 と
して取 扱 う。
2a.SV
Lospajaroscantanalegremente.
Empez61adisputa.
Jos6fumamucho.
Einifioduermeenlacama.
S以 外 の補 完 成 分 を 要 しな い 自動 詞 の 文 型 で あ る。 こ の 文 型 を 作 る動 詞 の 中
に は,従 属 節 か 不 定 詞 をSと し,そ の場 合,倒 置 文 型 を と る グル ー プが あ る。
Nojmportaquetehayadichoeso.
Meconvienequedarmeencasahoy.
Constaqueestab環enParisenaquellafecha.
Ahoraresultaqueelculpablesoyyo.
Aconteci6queenaquelmomentosepusieronaladrarlosperros.
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こ の タ イプ の 動 詞 は,1上 記 の外,、評 価 ・判 断 を 表 ずbastar,faltar,7-pr㏄isar,
urglrなど,お よ び 出 来 事 を 表 すocurrir,sucederなどで あ る。・これ らの 中,
評 価 ・判 断 を 表 す 動 詞 に は,与 格 代 名 詞 が 付 加 され る こ とが 多 い。
2b ,V
Llovi6muchoayer.
Estanevando.
自然 現 象 を 表 す 動 詞,上 記 の 外,alborear,amanecer,anochecer,9ranizar,
tronar,relamPaguear等が こ の 型 を 作 る。 これ らの 動 詞 も,主 に 比 喩 的 に 用 い
られ る と,主 語 の あ る2a型 を と る こ とが あ る。『
Jtipitertronabaenelespacio.
Llovianinjuriasdesuboca.
Amanecer盃ndiasmejores.
こ の よ うに 特 別 の場 合 に別 の 文 型 を と る動 詞 が あ る外,一 般 に,い くつ もの
文 型 で 出 現 す る動 詞 が 少 か らず 存 在 す る こ とは 言 う まで もな い 。
3a .CiVS
ALupitalegustalacanci6n.
Meduelelacabeza.
Tesentarabienunatemporadadedescanso.
Nomedalaganadedecirtelo.
こ の 文 型 を と る動 詞 は,非 常 に 少 い。 一 見 した と こ ろ,文 型2aの 倒 置 文 型
を と る動 詞(た とえ ば,meconviene...など)に 似 て い る。 しか し,後 者 で は,
Convieneestudiar・の よ うに 与 格 代 名詞 を 欠 い た 一 般 的 叙 述 が 可 能 な の に 対 し,
前 者 で は,*Gustaestudiar.のよ うな 文 は 成 り立 た ず,Ciを 不 可 欠 の補 完 成 分
とす る こ とで 相 違 が あ る。
意 味 的 に,一 般 の動 詞 は,Sで あ る行 為 者(agente)の行 為(acci6n)を叙
述 す る の が 普 通 で あ る。 そ れ に 対 し,こ の文 型 を 代 表 す るgustarは,形 式 的 一
にCiと な っ て実 現 して い る被 動 者(paciente)がSであ る対 象 に,い わ ば,
ど の よ うな 「反 応(reacci6n)」を 示 した か を 叙 述 す る と言 え る。 また,一 般
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の 行 為 動 詞 に 対 し,倒 置 文 型 を 原 則 とす る の も特 徴 で あ る。 そ こ で,gustar
に 類 似 す る タ イ プ の 動 詞,す な わ ち,倒 置 文 型 を 正 常 語 順 と し,そ れ を 不 可 欠
の 補 完 成 分 とす るか 否 か は 別 と して 評 価 ・判 断 ・感 情 な ど心 理 現 象 を 具 現 す る
有 生 物(animado)の被 動 者 を 与 格 ま た は 対 格 形 式 で と る動 詞 を 便 宜 上,「 反
応 動 詞 」 と名 づ け る こ とに した い 。 既 述 の 文 型 で 言 及 したpar㏄er,convenir,
importar等は,こ の 範 ち ゅ うに 含 ま れ る。
3b.Civ.Cp
Mepesadehaberosofendido.
RAE(1959,§284)に単 人 称 文 の 一・つ と し て取 上 げ られ て い る特 殊 な構 文 で
あ る。 他 の動 詞 の 例 は,な い よ うで あ る。 前 置 詞deが 落 ち る場 合 も多 く,そ
の 時 は,よ り一 般 的 な 文 型3aに 移 行 す る。
4a .SVCp・
Miabuelogozadebuenasalud.
Nocont盃bamosconsuayuda.
Rafaelaspiraalafama.
Elreoinsisteensusderechos.
AliciavinodeM6jico.
CarmenestaenMadrid.
こ の 型 の動 詞 は,最 初 の4例 の よ うに 動 詞 と前 置 詞 とが1個 の他 動 詞 に 相 当
す る よ うな 緊 密 な 統 合 を な し,phrasalverbと見 な す こ と も可 能 な も の と後
の2例 の よ、うに 動 詞 の 自立 性 が 強 い もの の2類 に 下 位 分 類 す る こ とが で き る。
動 詞 に よ っ てCpに 要 求 す る前 置 詞 は 一 定 して お り,代 表 的 な 前 置 詞 は,
a,con,contra,de,en,por,sobreなどで あ る。tenerque+不定 詞 構 文 で は,
例 外 的 にqueがCpを 導 い て い る と考 え る。
こ の 型 を 構 成 す る動 詞 は,種 類 が 多 い が,再 帰 動 詞 の 中 に も,こ の 型 を と る
もの が 少 くな い(acompafiarsecon,aficionarsea,decidirsepor,encargarse
de等)。 な お,再 帰 動 詞 を 文 型 上,ど う扱 うか に つ い て は,最 後 の 章 で 取 上 げ
るo
スペイソ語の基本文型(寺 崎)
4b.VCp』-t
Bastadeconversaci6n(y,vamosatrabajar.)
Aquihueleagasolina.
Enlacasaapestabaaratones.
Hayquetenercuidado.
こ の 文 型 は 例 外 的 で あ り,上 記 の 外,
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こ の 型 を と る動 詞 は,Empiezaa
llover.のよ うな 自然 現 象 を 表 す 無 主 語 文 を 除 く と,ほ とん どな さそ うで あ る 。
bastarはまた,(me)bastacon...のよ うな 構 成 も と る。
hayque+不 定 詞 構 文 を どの 文 型 に 含 め るか は 問 題 で あ るが,tenerque構
文 と同 様,que+不 定 詞 はCpと 見 な し,こ の 型 に 入 れ る。 こ れ らのqueは,
haberde+不定 詞 やdeberde+不 定 詞 に お け る 前 置 詞 と同 じ機 能 を 果 して い
る と判 断 され るか らで あ る。
5a . 、SVCd
これ は,最 も多 くの他 動 詞 が構 成 す る文 型 で あ る。 通 常 の 行 為 動 詞 と反 応 動
詞 の 二 つ の タ イ プ に 下 位 分 類 す る こ とが で き る。
Helefdoestanovela.
Estemotorconsumemuchagasolina.
Quierocomerunasgalletas.
Lanoticiainquiet6alpueblo.
反 応 動 詞 の タ イ プは,倒 置 文 型 を と るの が原 則 で あ る。
Meinteresamuchoelnegocio.
Meagradaestaraqui.
Nomehaconvencidolapelicula.
Lapreocupamuchoquenoleescribashacemucho.
こ の タ イ プ が 文 型3aの 反 応 動 詞 と相 違 す る の は,被 動 者 がCdと な る こ とで
あ る。、しが し,有 生 物 の場 合,CiとCdの 区 別 は 形 式 的 に 判 然 と しな い こ と
が 多 い の で,実 際 上,両 タ イ プ の 区 別 に 迷 うこ とが あ る。
124 人 文 研 究 第56輯
5b.SVCdCi
こ の 型 は,CiとCdがnexusを 構 成 す るか 否 か に よ っ て,二 つ の下 位 型 に
分 類 で き る。 第1の グル ー フ.は,nexusを構 成 しな い もので あ る。
Luisdiolasfloresalanifia.
Anameensefialasmatematicas.
Juanlecogi61asmanos.
Estepaisajelerecordaralosvallesdesutierra.
こ の類 は,dar,quitarなど授 与 お よび 除 去 を 表 す 動 詞 が そ の典 型 で あ り,
上 記 の外,entregar,enviar,ofrecer,pagar,repartir,recibir,cobrar,pedir,
robar,traer,11evar,deberなどが あ る。 以 上 の 他 に も こ の 文 型 を と る動 詞 は,
少 くな い。
第2の グル ー プは,Cdが 不 定 詞 で,Ciとnexusを 構 成 す る。
Isabellemand6venirasuhijo.
Mehicieronreirmucho.
Losm6dicosmeprohibenfumar.
Susocupacionesleimpidenvenir.
Ciはnexusの 意 味 上 のSを 構i成す る。 た だ し,nexusのSが 不 定 の場 合 に は,
Ciが 表 現 され ず,Hizoarrancarlosdrbolesdeljardin,のよ うに5a型 に
な る。
こ の タ イ プ の 動 詞 は ま た,Isabelmand6queviniesesuhijo.のよ うに
nexusを従 属 節 に 変 え る こ とが 可 能 で あ る。
こ の グル ー プ を 構 成 す る の は,上 記 の 動 詞 を は じめ,permitir,oponer,
rogar,suPlicarなど命 令 ・使 役 ・要 求 また は 他 者 に 対 す る意 思 を 表 す 動 詞 で あ
る。
5c .SVCdCp
こ の 文 型 も,CdとCpがnexusを 構 成 す るか 否 か に よ っ て2分 され る。
第1は,nexusを 構 成 しな い 型 で あ る。
Elraterolapriv6delmonedero.
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Misamigosmeobsequiaronconestecuadro.
Leiniciaronenlosmisterios.
Incit6alasmasasalarebeli6n.
Ciertaspersonasloponenenduda.
多 数 の 他 動 詞 が こ の 型 を と る。Cpを 導 く代 表 的 な 前 置 詞 は,a,con,de,en
な ど で あ る。
第2の グル ー プは,Cpが 不 定 詞 で,Cdとnexusを 構 成 す る。
Yoleensefi6aescribir.
Meinvit6asentarmeasulado.
Lafaltadetrabajoleindujoaemigrar.、
Elfrionosoblig6ameternosencasa.
AyudamosaLolaaIimpiarelcuarto.
Cpの 不 定 詞 を 導 く前 置 詞 は,aま た は 例 外 的 にdeに 限 られ る。 不 定 詞 の
nexus構造 を 含 む 点 で は,5b型 の 使 役 動 詞 グル ー プ と似 て い る が,nexusの
実 現 形 式 に お い て 次 に 図 式 化 す る よ うな 相 違 が あ る。
5b型S:Civ:Cd
5c型S:CdV:Cp
こ の タ イ プ は,AyudamosaLolaaquelimpiaseelcuarto.のよ うにCp
を 従 属 節 に 変 え る こ と も可 能 で あ る。
こ の グル ー プ を構 成 す る 動 詞 と して は,上 記 の 外,aを と るinducir,impulsar,
empujar,impeler,mover,11evar,persuadir,tentarなどが あ る。deを と る
動 詞 と して は,disuadirがあ る が,外 に は 余 りな い よ うで あ る。
5d.SVCdCpr
こ の 文 型 で は,CdとCprがnexusを 構…成 して い る の が 特 徴 で あ る。nexus
の 中 でCprが 名 詞 的 述 部 を な して い るか,動 詞 的 述 部 を な して い るか に よ っ
て2グ ル ー プに 分 け る こ とが で き る。 第1の タ イ プは,名 詞 的 述 部 を な す もの
で あ る。
HanelegidoalcaldeaPedro,
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こ の タ イ フ.にお け るCprは,原 則 と して 名 詞 ・形 容 詞(相 当語 句)で あ る。
これ に は,下 記 の よ うに,
LejUZgaCOmOSUmejOramigO.
Le.11abfatomadopormisinteligente.
Creodemideberadvertfrselo.
como,por,deが付 加 され る場 合 も含 まれ る。
こ の 型 を構 成 す る代 表 的 な 動 詞 に は,上 記 の 外,hallar,tener,mantener,
11evar,poner,traer,sacar,volver,hacer,dejar,conceptuar,nombrar,
recomendar等が あ る。
こ の タ イ プは,さ らにconsiderar,juzgar,creerなど,nexusを従 属 節 に 変
え る こ とが 可 能 な もの(た とえ ぽ,Noconsideroqueescapazdeeso.のよ
うに)と 不 可 能 な も の の2グ ル ー プに 分 け る こ とが で き る。
な お,次 の文,
Juanhizopedazoslalampara. ,
に お け るhacerpedazosの よ うに 表 現 が 固 定 化 した もの は,1個 の 他 動 詞 に
相 当 す るphrasalverbと考 え る べ き で あ る。
文 型5dの 第2グ ル ー フ.を構 成 す る の は,主 に 知 覚 を 表 す 動 詞 とdejarで
あ る。 戸
Juanviocaminarasuamigo.
LaOigOCantar.
Losdescubri6robando.
Ladej6110randoensucasa.
こ の タ イ フ.のCprは,不 定 詞 と現 在 分 詞 で あ っ て,CPに 対 しnexusの 動
詞 的 述 部 を な して い る。 使 役 の 意 味 のhacerは,普 通5b型 を 形 成 す るが,
Lahicecallar.のよ うな 文 で は,こ の 型 に 移 行 して い る と見 られ る。
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こ の タ イ プは,第1の タ イ プ よ り も文 型5aと の 結 び 付 き が 強 い。 た とえ ば,
上 記 のJuanviocaminarasuamigo・とい う文 は,Cprを 除 去 して も(Juan
ViOaSUamigO.),動詞 の基 本 的 意 味 は 変 らず に 文 が 成 り立 つ 。 ま た,nexUS
部 分 をJuanvioasuamigoquecaminaba.のよ うに 完 全 なCdに 言 い換
え る こ とが 可 能 で あ る。 さ らに,nexusのSが 不 定 で あ れ ば,Oidecirque
Pepitoeraloco.のよ うに 不 定 詞 の み がCdと な る こ と もあ り得 る。 以 上 の よ
うな 点 か ら,こ の タ イ プで は,nexus全 体 が 動 詞 のCdを 構 成 して い る と見 な
す こ と も可 能 で あ ろ う。
な お,こ の タ イ プ の 動 詞 は,次 の よ うに,
Veolasituaci6nllenadedificultades.
Ledejamoslibreelpaso.
第1グ ル ー プ の 動 詞 と同様Cdに 対 し名 詞 的 述 部(形 容 詞 ・過 去 分 詞)を な す
nexusをと る こ と もで き る。
5e .VCd
A
Hayunarevistaenlamesa.
Vinoaquihacesieteafios.
Hacecalorhoy.
存 在 を 表 すhaberお よび 自然 現 象 と時 間 を 表 すhacerが こ の 型 を 構 成 す る。
動 詞 の種 類 は 少 い が,使 用 頻 度 の 高 い 文 型 で あ る。
6.非 人 称 文 と再 帰 文
今 まで の概 略 的な説明では,不 十分な論点や取上 げなか った問題 も当然残 さ
れている。それ らの問題点を詳細に議論す る余裕 は,す でにないが,そ の中か
ら非人称文 と再帰文を文型上 ど う取 扱 うべきかについて,簡 単に言及 しておき
たいo
次 の よ うな非人称能動文は,
Sevivebienaqui.
Llamanalapuerta
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論理的に有生物の行為者が前提 されてお り,それが形式上で も表示 されている
不定主語の文であって,文 型上Sの ない無主語文 とは,明 確に区別 しなければ
ゆ
な らない。 当然,こ れ らの文はSの ある文型に割当て られ るこ とにな る。
人称再帰文では,再 帰代名詞 を文型上 ど う取 扱 うかが問題 である。次 の3文
を比較す ると,
Luisasemiraenelespej().
Melav61asmanos,
Mepreocupoporelresultado.
第1の 文 は,言 葉本来 の意味で再 帰的 と言え る場 合,第2の 文は,再 帰代名詞
がいわゆ る利害 の与格に なっている場合 であ り,ど ち らも再 帰代名詞を文型上
の成分(Cdま たはCi)と 見て差支えない と考える。 なぜな ら,第1の 文は,
ぐ　き
asimisma句 の付 加 が 可 能 なSVCd構 造 の 文 で あ り,第2の 文 は,Lelav6
1asmanos.のよ うなSVCdCi型 の非 再 帰 文 と形 式 的 に も意 味 的 に も平 行 す
る もの だ か らで あ る。 これ らの 外,相 互 的 用 法 の再 帰 文 も同様 に 考 え て 良 い。
しか し,第3の 文 に つ い て は 問 題 が あ る。 な ぜ な ら,PreocuPar/Preocu・
parseの対 立 は,mirar(眺め る)/mirarseasimismo(自分 自身 を 眺 め る)
やlavarlelasmanos(彼の手 を 洗 う)/lavarselasmanos(自分 の 手 を 洗 う)
型 の 対 立 に 比 べ,意 味 的 に も統 語 的 に も差 異 が あ るか らで あ る。 す な わ ち,
PreocuPar(心配 させ る)に 対 す るpreocuparse(心配 す る)は,決 し て
*PreocuParseasimismo(自分 身 を 心 配 さ せ る)に 等 し くは な い の で あ る 。
preocuparseは,語彙 的 に 単 一 の 自動 詞 に 匹 敵 し,再 帰 代 名 詞 は そ の 一 部 を 構
成 す る小 詞(particula)であ る と見 る こ とが で き る。 これ と同 じ他 動 詞 の 自動
詞 化 用 法 と言 わ れ る類 の 再 帰 動 詞(sentarse,levantarse等)は,すべ て 同 様 に
扱 っ て 良 い と考 え られ る。
こ の取 扱 い が 妥 当 で あ る とす れ ば,い わ ゆ る強 意 的用 法 の 再 帰 動 詞(irse,
(5)se非人称文 のseを 主 語成 分そ の もの とみなす か ど うか は別 の問題 であ る。 こ
れ にっ い ては拙稿(1976)で考 察 した。
(6)asimismo付加 に よる検証 にっい ては,Babcock(1970,§皿)参 照 、
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dormirse等)および義務的再 帰動詞(jactarse,quejarse等)も代名詞 を動詞
の一 部分 と考え て何 ら差支えはない。
これ らの再帰動詞を一種 の複合動詞 と考え るな ら,ア カデ ミアが近年採用 し
たverbopronomina1(代名動詞)と い う術語 は,こ の種 類の再帰動詞に対 し
てのみ用 いるのが最 もふ さわ しい と思われ る。
ちなみに,上 記第3文 は,文 型4a(SVCp)に 該 当す るこ とにな る。
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